
≪住宅の支援について≫

平成30年７月豪雨に係る住宅支援について

自宅
（修理）

最大２年間の供与

※二次災害等により住宅が被害を受ける恐れがあったり、ライフラインが途絶えていたり、地すべり等により避難指示等を
受けている など、長期にわたり自らの住居に居住できない方は、２～４の利用が可能です。

使用許可
（必要と認められる間）

被災した住宅被災した住宅被災した住宅被災した住宅で生活している方

応急修理
制度

１１１１
自己
負担
により
修理

避難所等避難所等避難所等避難所等で生活している方
（避難所、ホテル、親族や友人宅、公営住宅等に一時避難している方）

全壊 半壊

大規模半壊

被害を受けているが、
修理すれば居住可能修理すれば居住可能修理すれば居住可能修理すれば居住可能

全壊 半壊

大規模半壊

被害が大きく居住できない被害が大きく居住できない被害が大きく居住できない被害が大きく居住できない

（土砂や流木の流入等に
より居住不可を含む。）

応急仮設住宅
（建設型）

２２２２

民間賃貸住宅
借上げ制度

（みなし仮設住宅）

３３３３

公営住宅等
の提供

４４４４

一部
損壊

現
在
の
状
況

住
宅
の
被
害

住
宅
支
援

支援が受けられるのは、下記１～４の内、いずれかひとつです

受付中受付中受付中受付中
（7/23～）

受付中受付中受付中受付中
（7/11～）

（８月末
完成予定）

受付中受付中受付中受付中

※現在、公営住宅等に避難されている方で、被害が全壊、大規模半壊、半壊以外の方は、１～３の利用はできません。
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